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帰納的な考え方を生かした授業づくり
～ひき算の求残指導の実践 (1年)を通して～
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トー研究の要約 --日 ･･-=-I--一･････-I-一一･1----･一･･
平成20年1月に示された中教審答申において,算数科,数学科の改善の基本方針として
｢数学的な思考力 ･表現力の育成｣が重要なねらいとして示されている｡この背東には,計
算の意味理解に練成が見られることや,身に付けた知略 ･技能の活用が十分でない状況が見
られることが挙げられる｡
この ｢数学的な思考力 ･表現力の育成｣には,問題を解決したり判断したりする過程にお
いて,見通しをもち筋道立てて考えたり表現したりする力を高めていくことが求められる,
その際.帰納的 ･類推的 ･宿将的な考え方をmいて,根拠を明らかにしながら,筋道立てて
考える力を育成することが必要になる｡
本研究では,計算の意味理解をより確かなものにするために,帰納的な考え方を生かした
授業づくりを行うための工夫について,1年 ｢ひきざん｣の実践を通して考えたい｡
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1 研究のねらい
平成20年1月に示された中教審答申におい
て,詐数科.数学科の改善の基本方針として,
｢数学的な思考力 ･表現力の育成｣が重要なね
らいとして示されている｡これは,国内での教
育秋程実施状況調査や国際的な学力調査の結果
分析によると,計算などの技能の定着について
は低下傾向が見られないが,計罪の意味理解に
課題が見られること,また,身に付けた知軌 ･
技能の括用が十分でない状況が見られることを
改善することを目的として示されている｡
この改番の基本方針を受けて示された算数科
の教科目標は,以下の通りである｡
算数的活動を通して,数in-や図形について
の基礎的 .基本的な知織 .及び技能を身に付
け,日常の事象について見通しをもち筋道を
立てて考え,発現する能力を育てるとともに
,界数的活動の楽しさや数理的な処理のよさ
に気付き,進んで生活や学習に活用使用とす
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これは,先に述べた ｢数学的な思考力 ･表現
力の育成｣に関わる内容であるo算数科では,
間脳を解決したり,判断したりする過程におい
て,見通しをもち筋道立てて考えたり表現した
りする力を痛めていくことを重要なねらいとし
ている｡その際,帰納的 ･類推的 ･演縛的な考
えを用いて,根拠を明らかにしながら,筋道立
てて考えることが求められる｡
そこで,本研究では,帰納的な考え方を生か
した授業づくりを行うための工夫について,節
1学年 ｢ひきざん｣の実践を通して考察してい
きたい｡
2 ひき算の求残指導と帰納的な考え方
(1) ひき算の求残指導の間層点
ひき算の求残指導のPpr]題点として,以下の2
点が挙げられる｡第一は,計算の意味の指導が
不十分なことであるD問題文の ｢残り｣などの
文言にのみ着日して考えさせたり,計算の仕方
の指導を重視したりする指導が多いため,児虚
がひき算の意味を十分に理解していないと考え
られるD
第二に,数図ブロックの操作とひき算の概念
- 37 -
が結びつきにくいことが挙げられるO数図ブロ
ックの操作はさせるのだが.操作したことを言
葉やイメージを媒介としてひき算の概念にまで
高める指導が十分に行われているとは言えな
い｡
以上の問題点を改善するためには,単に ｢残
りはいくつでしょう｣などの文言に着目させる
のではなく,ひき算が用いられる場面を表す言
葉と数図ブロックの操作イメージを結び付ける
指導が必要になると考えられる｡
(2)ひき算の求残指導で育てたい帰納的な考
え方
ひき算が用いられる場面として,小学校の卦
教科では,求残,求部分,求差の場面が主に扱
われる｡児童が身近な生活場面で用いる｢帰る｣
｢食べる｣ ｢使う｣などの言柴は,どれもひき
算が用いられる場面を表している｡このような
言葉が用いられる場面を複数取り上げ,お話に
合わせて数図ブロックを操作させることによ
り.どの言葬の時にも数図ブロックを ｢取り去
り,数が減る｣ことを帰納的に考えることがで
きるようにしたい｡
3 帰納的な考え方を生かした授業づくりの
工夫
帰納的な考え方を生かした授業づくりのため
に,次のような指導の工夫を考えた｡
(1)取り上げる求残場面の吟味
まず,児童が日常生活で用いているひき算を
表す言葉と数図ブロックの操作がつながりやす
い場面設定を行う｡例えば,かえるが水の中に
跳び込んでいるお話は,かえるの動きに合わせ
て数図ブロックを動かしやすく,ひき算を表す
言葉と数囲ブロックを取り去る操作が一致しや
すい｡
次に,お話と数図ブロックの操作が一致しに
くい問題場面を設定する｡例えば,いちごを食
べるお話では,いちごは動かないので数図ブロ
ックの操作とつながりにくい.
このように,ひき第を表す百薬と数図ブロッ
クの操作を段階的に結び付けた上で,複数の求
残場面の数図ブロックの操作を比較することに
より,どの場面でも｢数図ブロックを取り去り,
数が減るお話のときはひき算になる｣という共
通点を取り出しやすくする｡
(2)場面絵の提示の工夫
児童から様々なひき算を表す言葉を引き出す
ために,場面絵の提示を工夫する｡例えば,か
えるのお話では,まず,かえるが葉っぱの上に
5匹乗っている場面絵を提示する｡次に,そこ
から2匹のかえるが水の中に跳び込もうとして
いる場面絵を提示する｡ ｢かえるはどうなった
か｣と問いかけることで,児壷は ｢泳いでいき
ました｣ ｢帰りました｣ ｢さようならしました｣
など,自分が日常生活で用いている言葉を用い
て語ってくる｡こうすることで,より多くのひ
き算を表す言葉が引き出され,複数の青菜から
｢数図ブロックを取り去り,数が減る｣という
共通点に気付きやすくする｡
(3)数図ブロックを用いた算数的活動の工夫
お話をしながら数図ブロックを動かす算数的
活動を取り入れることで,数図ブロックの操作
と操作したことを言葉やイメージを媒介として
｢かえるのお話｣ ｢いちごのお話｣など問題場
面が異なっても, ｢数図ブロックを取り去り,
数が減るお話のときはひき算になる｣ことをと
らえやすくする｡
(4)求残の意味を話し合う活動の工夫
授業の中で, ｢かえるのお話｣と ｢いちごの
お話｣など異なる問題場面に出会わせ,両方を
比較しながら求残の意味を話し合う活動を取り
入れることにより,異なる問題場面であっても,
｢数図ブロックを取り去り,数が減るお話のと
きはひき算になる｣ことを帰納的に考えやすく
する｡
4 授業の実際
(1)単元名 1年 ｢ひきざん｣
(2)単元の目標
○求残,求部分,求差の場面について,進んで
数回ブロックを操作したり,ひき算の式に表
したりして,差を求めようとすることができ
る, (関心･意欲 ･態度)
○求残,求部分,求差の場面を同じひき算と考
えることができる｡ (数学的な考え方)
○求残,求部分,求差の場面を数園ブロックで
操作し,ひき算の式に表して答えを求めるこ
とができる｡ (技能)
○ひき算が用いられる場面や.ひき算の記号や
式のよみ方,かき方,計算の仕方を理解する｡
(知識 ･理解)
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(3)指導計画 (全 10時間)
第一次
哨 1時 ひき算が用いられる場面のうち,求
残の意味をとらえる｡ (本時)
第2時 ひき算の記号や式のよみ方,かき方,
計算の仕方を理解する｡
第3時 ひき筒が用いられる場面のうち,求
部分の意味をとらえる0
第4･5時 カー ドを使ってひき欝の計算練
習をする｡
第6時 ひき算が用いられる場面のうち,求
差の意味をとらえるQ
第7時 水差の場面をひき辞の式に表す｡
第8時 求差の適用問題をとく0
第二次
第1･2時 ひき葬のお話づくりをする｡
(4)本時の目標
かえるが2匹泳いでいく場面や,いちごを3
個食べる場面を,数図ブロックが取り去られて
数が減る同じ場面と考えることができる｡
(5)本時の展開
1問題を知り,本時の課題をつかむ｡
指雅の工夫①
かえるが水に跳び込む場面絵を提示し,｢泳
いでいく｣｢跳び込む｣｢さようならする｣
｢帰る｣など,児盤が身近な生活場面で用い
るひき算を表す言葉を多く引き出すようにす
T 何がかかれていますかO
C かえるです｡
T 続きがあります｡
T かえるが何匹いるかどうやって確かめます
か｡
C ブロックを使います｡
T 黒板のブロックを使って確かめてくれる人
はいますか｡
C (絵の上にブロックを乗せ)5匹です｡
T 次の絵では,かえるはどうなりましたか｡
C 2匹泳いでいきました｡
C 帰って行きました｡
C 2匹逃げていきました｡
C 水の中に2匹入りました｡
C 2匹が遊びに行きました｡
T (泳いでいきましたなどの言葉を板書し,)
このお話に合わせてブロックを動かせそう
ですか｡
C できる !
C お話に合わせてブロックを動かす !
T (めあて ｢おはなしにあわせてぶろっくを
うごかそう｣を横軸するO)
このように,かえるが水に跳び込む場面絵を
2枚提示することにより,児意から日常生活で
用いているひき算を表す言葉を多く引き出すこ
とができた｡
2 かえるのお話に合わせて,教団ブロック
指導の工夫②
かえるの場面絵を提示することにより,か
えるの動きと数図ブロックの操作を一致しや
すくする｡
指導の工夫③
お話をしながら数図ブロックを動かす活動
を取り入れることにより,｢泳いでいきまし
た｣｢帰りました｣などのひき算を表す言葉
が,どれも数図ブロックを取り去ることに気
付きやすくする｡
T ブロックは何個出しますかo
C 5個です｡
C (机の上に数図ブロックを5個出す｡)
T かえるのお話に合わせてブロックを動かし
てみましょう｡
【A児】
･かえるが5匹います｡ (数図ブロックを5個
おさえる｡)2匹逃げました｡ (数図ブロッ
クを2個取り去る｡)残 りは何匹でしょう｡
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【8児】
･かえるが5匹います｡ (数図ブロックを5個
おさえる｡)2匹帰りました｡ (数図ブロッ
クを2個取り去る｡)残りは何匹でしょう｡
【C児】
･かえるが5匹います｡ (数回ブロックを5個
おさえる｡)2匹泳いでいきました｡ (数凶
ブロックを2個取り去る｡)残りは何匹でし
ょう｡
このように,お話に合わせて数問ブロックを
操作する活助を取り入れたことにより,r逃げ
ました｣｢帰りましたJ ｢泳いでいきました｣
などのひき算を表す吾発と数回ブロックを取り
去る動きを一致させ,どの青果でも数図ブロッ
クを取り去ることに気付くことができた｡
3数幽ブロックの動かし方を話し合う｡
指導の工夫④
娘板の掲示用数図ブロックを操作しながら
故国ブロックの動かし方について全休で許し
合うことにより,ひき節を表す複数の舌典が
どれも牧園ブロックを取り去ることに気付き
T どんなふうにブロックを動かしたか教えて
ください｡
C はじめにかえるが5匹います｡ (掲示用数
図ブロックを5個おさえる｡) 2匹帰って
いきました｡ (掲示用数図ブロックを2個
取り去る｡)残りは何匹でしょう｡
C 同じ !
C かえるが5匹います｡ (掲示用数図プロツ
クを5個おさえる｡)2匹遊びにいきまし
た｡(掲示用数図ブロックを2個取り去る｡)
C かえるが5匹います｡ (掲示用数図ブロッ
クを5個おさえる｡)2匹逃げていきまし
た｡
T みんなのブロックの動かし方はどうでした
か｡
C 同じ!
T みんな何個動かしていましたか｡
C 2個です｡
T どの2個ですか｡
C (掲示用数図ブロックを指しながら)これ
です｡
T どんなふうに勤かしたか,手を動かしてみ
ましょうo
C (取り去る動きをする｡)
T お詔のどこで動かしましたか｡
C 2PI逃げていきました｡
T 他のお話でも同じですか｡
C 同じ｡
T はじめの5個のフロックから2個を -ノうし
たのて丁か｡
C 5個のブロックから2他取った｡
T 2佃 収 ･-た･,触りは何個ですかo
C 3匹です｡
T 伐ったかえるは3匹ですね｡
数名の児芯が.黒板の掲示用数図ブロックを
操作しながら.数回ブロックの動かし方を説明
することにより,どの言葉でも同じ ｢数回ブロ
ックを取り去る｣ことに気付くことができた｡
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4 いちごのお.引こ合わせて,数凶ブロッ
クを動かす｡
指導の工夫⑤
別の問題場面でも,お話に合わせて数図プ
ロックを動かす活動を取り入れることにより
用いられる膏薬や場面が遮っていても数図ブ
ロックを取り去ることに気付きやすくするQ
T もう1枚,絵があります｡何の絵ですか｡
C いちごの絵です｡
T 何個ありますか｡
C 7個あります｡
T お話の続きを言います｡いちごが7個あり
ます｡3個食べましたOいちごのお話もブ
ロックを動かせそうですか｡
C はい｡
T ブロックは何個いりますか｡
C 7個｡
T いちごのお話に合わせてブロックを動かし
ましょう｡
C いちごが7個あります｡ (数図ブロックを
7個おさえる｡)3個食べました｡ (3個
取り去る｡)授りは何個でしょう｡
かしましたか｡
C いちごが7個あります｡ (掲示用数回ブロ
ックを7個押さえる｡)3個食べました｡
(掲示用数図ブロックを3個取り去る｡)
C 同じ!
T ブロックは何個動かしましたか｡
C 3個です｡
T 動かし方は同じですか｡
C Lにした人もいた｡
し 私は手に持ちました｡
T 右や上に動かしたり,手ミニ持ったりして,
はじめの7個のブロックから3個をどうし
たのですか｡
C 取りました｡
T 動かす向きは違ったけど,みんな3個取っ
たところは同じですか｡
C はい｡
C すごいところがあった｡ (数図ブロックを
取り去る動きをしながら)3個食べました
がみんな一緒だった.
T 3個食べましたのところで,みんな3個取
ったのですね｡3個取ったらいちごはお皿
の上に何個残りましたか｡
C 4個残ります｡
このように.児童は ｢いちご｣のお許でも数
図ブロックを操作することにより,r食べる｣
とい言葉でも数図ブロックを取り去ることに気
付くことができた｡
5 2つのお話の数回ブロックの動かし方
指尊の工夫⑥
｢かえる｣と ｢いちご｣の2つのお話の数
図ブロックの動かし方を比較することで,ど
ちらのお話も数画ブロックを取り去り.数が
減るというひき井の場面を表していたことを
T 今日は,かえるといちごのお話でブロック
を動かしました｡ブロックの動かし方を見
ましょう｡ (板笹を指す｡)
C 一緒｡
T どこが一緒ですか｡
T いちごのお話でどんなふうにブロックを勤
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C (黒板の掲示用数図ブロックを指しながら)
こことここ｡
T 3個取ると2個取るが同じ｡
C 取るところが同じc
T お話は違ったけど,取るは同じですか｡
C はいo
T かえるのお話ではブロックを2個取りまし
たc数はどう変わりましたか｡
C 少なくなった｡
C 減りましたo
T いちごのお話はどうですかo
C 減りました｡
C かえると同じ !
c 数は違うけど同じo
T さっきは散るが同じだったけど,今度は何
が同じですか｡
C 減るのが同じ｡
T かえるのお話といちごのお話はブロックを
取5のと数が減るのが同じでしたね｡数が
減るお話はかえるやいちごのお話だけです
か｡
C 例えば,りんごとかみかんのお話c
c アイスとか本｡
T 次の界数の時間も数が減るお話を勉強して
いきましょうO
以上のように,児虫はかえるといちごのお話
を比較することにより,吾桑や数は違 うけれど,
どちらも数図ブロックを取り去り数が減るお話
であるという共通点に気付くことができた0
5 考療
計井の意味理解をより確かなものにするため
に,帰納的な考え方を生かした授業づくりを行
うための工夫について, 1年 ｢ひきざん｣の実
践を通して考察した｡
児畠は, 1つの問題場面を,ひき算を表す様
々な言葉で表現してきたCさらに,お話に合わ
せて数図ブロックを動かす活動を取り入れるこ
とにより.ひき算を表す様々な言葉が,どれも
数図ブロックを取り去り,数が減るというひき
第の場面を表 していることを帰納的に考えるこ
とができた｡また,異なる問題場面の数図ブロ
ックの動かし方を比較し,話し合 う活動を取り
入れることで,2つの事例からひき界の計節の
意味を帰納的に考え,その意味理解をより確か
なものにすることができたと考えられる｡
今後も,帰納的な考え方を生か した授業づく
りの工夫についてより一層研究を深めていきた
い｡
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